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救急車を呼ぶ前の相談ダイヤル「＃７１１９」
九州初福岡県で導入しています。

平成２９年度
全国統一防火標語
「火の用心
　ことばを形に
　　　　習慣に」
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平成２９年７月九州北部豪雨　災害派遣
九
州
北
部
豪
雨　

概
要

　

本
年
７
月
５
日
か
ら
６
日
に
か
け
て
福
岡
県
、

大
分
県
を
中
心
と
す
る
九
州
北
部
で
集
中
豪
雨

が
発
生
し
ま
し
た
。

　

湿
っ
た
二
つ
の
空
気
が
合
流
、雨
雲
が
帯
状
に

連
な
る『
線
状
降
水
帯
』が
発
生
し
、局
地
的
に

長
時
間
猛
烈
な
雨
と
な
り
ま
し
た
。

　

特
に
朝
倉
市
付
近
で
は
３
時
間
で
約
４
０
０

㎜
、12
時
間
で
約
９
０
０㎜
と
気
象
観
測
史
上
最

大
の
集
中
豪
雨
と
な
り
ま
し
た
。

　

大
雨
特
別
警
報
が
５
日
17
時
51
分
に
筑
後
、

筑
豊
地
方
を
中
心
に
発
表
さ
れ
、19
時
55
分
に

は
、大
分
県
の
ほ
ぼ
全
域
に
発
表
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

朝
倉
市
で
は
死
者
、行
方
不
明
者
合
わ
せ
て

34
名
、住
宅
は
全
壊
半
壊
あ
わ
せ
て
約
９
０
０
棟

を
超
え
る
甚
大
な
被
害
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

筑
紫
野
太
宰
府
消
防
本
部　

活
動
報
告

　

気
温
が
下
が
り
、
積
雪
や
道
路
の
凍
結
が
発
生
す
る
季
節

に
な
り
ま
し
た
。
福
岡
県
で
も
平
成
28
年
１
月
25
日
に
大
寒

波
に
よ
る
積
雪
が
観
測
さ
れ
て
い
ま
す
。
寒
波
に
よ
る
備
え

は
大
丈
夫
で
す
か
？

寒
波
へ
の
備
え
は
大
丈
夫
で
す
か
？

派
遣
先
現
場（
杷
木
地
区
）

使
用
資
器
材

※
派
遣
先
、資
器
材
、車
両
の
写
真
は
全
体
の一部
抜
粋
で
す
。

派
遣
車
両（
緊
急
連
絡
車
）

　

当
消
防
本
部
に
つ
い
て
は
、
７
月
５
日
23
時
55
分
の
応
援

要
請
か
ら
８
月
２
日
ま
で
、
29
回
の
災
害
派
遣
を
実
施
し
ま

し
た
。

　

活
動
内
容
と
し
て
は
、
孤
立
し
た
方
々
の
救
助
活
動
及
び

行
方
不
明
者
の
捜
索
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

福
岡
県
内
の
消
防
本
部
を
は
じ
め
、
緊
急
消
防
援
助
隊
、

消
防
ヘ
リ
（
全
13
府
県
）
、
警
察
及
び
自
衛
隊
が
派
遣
さ
れ

て
お
り
、
多
く
の
機
関
と
と
も
に
活
動
し
ま
し
た
。

　

そ
の
中
で
、
福
岡
県
下
の
消
防
機
関
と
は
、
合
同
訓
練
を

毎
年
実
施
し
て
お
り
、
災
害
現
場
で
の
活
動
で
密
に
連
携
を

と
る
こ
と
が
出
来
て
い
ま
す
。
『
毎
年
の
合
同
訓
練
の
成
果

が
出
て
い
る
と
実
感
し
た
。
』
と
い
う
災
害
派
遣
隊
員
の
声

も
あ
り
ま
し
た
。

水
道
管
の
破
裂（
水
が
出
な
い
）

●
水
道
管
の
破
裂

　

屋
外
の
配
管
に
防
寒
対
策
を

す
る
。（
布
、発
砲
ス
チ
ロ
ー
ル
、段

ボ
ー
ル
等
で
覆
う
）

●
も
し
、凍
っ
て
し
ま
っ
た
ら・・・

　

布
等
を
巻
き
、ぬ
る
ま
湯
を

ゆ
っ
く
り
か
け
る
。【
※
熱
湯
は

破
裂
の
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。】

●
道
路
の
凍
結

　

坂
道
、橋
の
上
、山
間
部
や
日

陰
は
凍
結
し
や
す
い
た
め
、特
に

注
意
し
て
歩
く
。

　

自
転
車
、バ
イ
ク
等
の
運
転
は

避
け
る
。

　

自
動
車
の
運
転
で
は
急
発
進
、

急
停
止
、急
ハン
ド
ル
を
し
な
い
。

いつ
も
よ
り
車
間
距
離
を
と
る
。

【
※
車
の
性
能
や
運
転
を
過
信
せ

ず
、慎
重
な
運
転
を
心
が
け
ま

し
ょ
う
。】

道
路
の
凍
結

低
温
注
意
報
と
は
？

低
温
注
意
報
の
内
容

低
温
で
災
害
が
発
生
す

る
お
そ
れ
が
あ
る
と
き
に

発
表
さ
れ
る
注
意
報
。

冬
季（
最
低
気
温
）

沿
岸
部　
マ
イ
ナ
ス
４
℃
以
下

内
陸
部　
マ
イ
ナ
ス
７
℃
以
下

夏
季（
平
均
気
温
）

４
℃
以
上
低
い
日
が
３
日

以
上
続
き
、さ
ら
に
２
日

以
上
続
く
と
予
想
さ
れ

る
場
合

【
※
低
温
に
よ
る
農
作
物

被
害
も
含
ま
れ
ま
す
。】

寒
波
で
は
何
が
起
こ
る
の
？

対
策
は
ど
う
し
た
ら
い
い
の
？
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放火にご注意！！
放火は、全国的に１９年連続出火原因の１位（平成２８年時点）となっています。

放火の疑いも含めると、筑紫野市・太宰府市においても火災原因別の上位となっています。

地域との連携を強化し、放火されない街づくりが必要です。まずは個人でできる対策を講じましょう。

放火をされないために・・・

１　門扉・車庫・物置等、夜間における施錠管理に心がける。
２　可燃物は部外者の目に届かない場所に置いて整理整頓を行う。
３　玄関先を明るくするための照明器具の導入を勧める。
４　ポストの新聞やチラシはこまめに取り込む。

Ｂ
Ｆ
Ｃ
夏
季
研
修

　

筑
紫
野
市
太
宰
府
市
少
年
消
防
ク
ラ
ブ
の
活
動

と
し
て
、
毎
年
８
月
に
夏
季
研
修
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
こ
の
研
修
は
、
ク
ラ
ブ
員
に
訓
練
を
通
し
て

「
協
力
の
大
切
さ
を
知
る
」
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

ま
す
。
今
年
は
、
屋
内
消
火
栓
の
放
水
体
験
、
規
律

訓
練
や
救
急
講
習
な
ど
を
実
施
し
ま
し
た
。

【屋内消火栓の放水体験】 【毛布を使った搬送訓練】

消
防
車
・
救
急
車
の

　
　

サ
イ
レ
ン
に
ご
理
解
を

　

１
１
９
番
通
報
時
に
「
サ
イ
レ
ン
を
鳴
ら
さ
な
い
で
来
て
く
だ
さ

い
。
」
と
要
望
さ
れ
る
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

　

消
防
車
・
救
急
車
は
緊
急
車
両
と
し
て
、
災
害
現
場
や
救
急
現
場
に

向
か
う
時
は
、
緊
急
走
行
を
し
ま
す
。

　

緊
急
走
行
は
サ
イ
レ
ン
を
鳴
ら
し
赤
色
灯
を
点
滅
さ
せ
る
事
が
法
令

で
義
務
付
け
ら
れ
て
お
り
、
サ
イ
レ
ン
を
鳴
ら
さ
ず
に
緊
急
走
行
は
出

来
ま
せ
ん
。
大
切
な
生
命
と
身
体
、
財
産
を
守
る
為
に
迅
速
で
安
全
な

走
行
を
行
い
、
い
ち
早
く
現
場
に
向
か
う
為
に
必
要
で
す
の
で
ご
理
解

を
お
願
い
し
ま
す
。

＃７１１９
とは？

　救急車を呼んだ方がいいか迷っ
た時に看護師が２４時間体制でア
ドバイスをする制度です。
　また、夜間や休日に受診可能な
医療機関をご案内します。

『救急車が必要かな？』迷った時は、

♯７１１９（福岡県救急電話相談）
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【出火別火災原因（全国）】
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第
24
回
筑
紫
地
区
消
防
操
法
大
会
が
平
成
29
年
９
月
24
日（
日
）に
、Ｊ
Ａ
筑
紫
本
店
に
て

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

消
防
操
法
に
は
、ポ
ン
プ
車
操
法
と
小
型
ポ
ン
プ
操
法
が
あ
り
ま
す
。消
防
操
法
は
、火
災
の

際
に
必
要
な
活
動
技
術
を
向
上
さ
せ
る
た
め
の
も
の
で
、ホ
ー
ス
延
長
技
術
、ポ
ン
プ
の
操
作
要

領
、チ
ー
ム
ワ
ー
ク
、迅
速・的
確
な
消
火
技
術
を
養
い
ま
す
。

　

結
果
は
、ポ
ン
プ
車
操
法
の
部
で
筑
紫
野
市
消
防
団
が
入
賞
し
、来
年
度
開
催
さ
れ
る
福

岡
県
消
防
操
法
大
会
に
筑
紫
地
区
代
表
と
し
て
出
場
す
る
こ
と
が
決
定
し
ま
し
た
。

　

平
成
29
年
11
月
4
日
（
土
）
に
第
29
回
屋
内
消
火

栓
操
法
大
会
が
筑
紫
野
市
総
合
保
険
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
カ
ミ
ー
リ
ヤ
）
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
は
、
１
チ
ー
ム
３
人
で
協
力
し
、
屋
内

消
火
栓
を
使
用
し
て
標
的
を
倒
す
ま
で
の
タ
イ
ム
、

行
動
の
正
確
性
・
規
律
性
を
競
い
合
う
も
の
で
す
。

こ
の
訓
練
を
通
じ
て
、
初
期
消
火
態
勢
の
強
化
・
自

主
防
災
意
識
の
向
上
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

ま
す
。

　

今
大
会
は
、
男
子
10
チ
ー
ム
、
女
子
６
チ
ー
ム
が

10
月
10
日
か
ら
の
訓
練
を
経
て
大
会
に
臨
み
ま
し

た
。

【
男
子
の
部
】

　

優　

勝　

筑
紫
野
市
役
所
Ａ　
　

　

準
優
勝　

筑
紫
野
市
役
所
Ｂ　

　

第
３
位　

太
宰
府
市
役
所　

【
女
子
の
部
】

　

優　

勝　

筑
紫
野
市
役
所　
　

　

準
優
勝　

筑
紫
農
業
協
同
組
合　

　

第
３
位　

太
宰
府
市
役
所　

　

第
３
回
福
岡
県
女
性
消
防
操
法
大
会
が
平
成
29
年

８
月
27
日
（
日
）
に
、
福
岡
県
消
防
学
校
に
て
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
は
、
女
性
消
防
団
員
５
名
で
構
成
さ
れ

た
消
防
隊
が
、
ホ
ー
ス
延
長
、
ポ
ン
プ
操
作
、
チ
ー

ム
ワ
ー
ク
そ
し
て
迅
速
・
的
確
な
消
火
技
術
を
競
う

も
の
で
す
。

　

県
下
８
地
区
の
女
性
消
防
隊
が
出
場
し
ま
し
た
。

　

結
果
は
筑
紫
野
市
女
性
消
防
隊
が
３
位
入
賞
し
３

番
員
が
優
秀
番
員
賞
を
受
賞
。
太
宰
府
市
女
性
消
防

隊
は
、
優
秀
番
員
賞
を
指
揮
者
、
１
番
員
及
び
２
番

員
が
受
賞
し
ま
し
た
。

【
参
加
事
業
所
名
】
（
申
し
込
み
順
）

ハ
ー
モ
ニ
ー
聖
和
、
太
宰
府
市
役
所
、
ク
リ
ー
ン

ヒ
ル
宝
満
、
サ
ン
ケ
ア
太
宰
府
、
筑
紫
野
市
役

所
、
筑
紫
農
業
協
同
組
合
、
福
岡
ヤ
ク
ル
ト
工

場
、
く
す
の
郷
、
イ
オ
ン
モ
ー
ル
筑
紫
野
、
済
生

会
二
日
市
病
院
、
福
岡
大
学
筑
紫
病
院 

第
24
回
筑
紫
地
区
消
防
操
法
大
会

第
29
回
屋
内
消
火
栓
操
法
大
会

第
３
回
福
岡
県
女
性
消
防
操
法
大
会

【ポンプ車操法の部】

【小型ポンプ操法の部】

太宰府市消防団

太宰府市消防団

筑紫野市消防団

筑紫野市消防団

筑紫野市女性消防隊

太宰府市女性消防隊

【男子の部・優勝】

【女子の部・優勝】
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★
防
火
管
理
講
習

　
　

第
３
回
甲
種
防
火
管
理
（
新
規
）
講
習　

消
防
本
部
主
催

　
　

講
習
日　

平
成
30
年
３
月
８
日
㈭
、
９
日
㈮

　
　

講
習
場
所　

筑
紫
野
太
宰
府
消
防
本
部

　
　

甲
種
防
火
管
理
（
再
）
講
習　

日
本
防
火
協
会
主
催

　
　

講
習
日　

平
成
30
年
２
月
14
日
㈬

　
　

講
習
場
所　

筑
紫
野
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

★
危
険
物
取
扱
者
試
験

　
　

第
３
回
危
険
物
取
扱
者
試
験
（
全
種
類
）

　
　

試
験
日　

平
成
30
年
３
月
４
日
㈰

　
　

試
験
会
場　

福
岡
地
区
・
九
州
産
業
大
学

　
　

※
乙
種
４
類
危
険
物
の
受
験
者
を
対
象
に

　
　
　

準
備
講
習
会
を
平
成
30
年
２
月
17
日
に
実
施
し
ま
す
。

　
　
　

受
講
希
望
の
方
は
各
消
防
署
へ
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

★
救
命
講
習

　
　
ｅ
‐
ラ
ー
ニ
ン
グ
対
応
普
通
救
命
講
習
Ⅰ

　
　

（
普
通
救
命
講
習
Ⅰ
・
Ⅱ
再
講
習
を
含
む
。）

　
　

講
習
日　

奇
数
月
の
第
２
土
曜
日
（
１
月
の
み
最
終
土
曜
日
）

　
　

講
習
場
所　

筑
紫
野
消
防
署　

２
階
研
修
室

　
　

第
４
回
普
通
救
命
講
習
（
Ⅰ
・
Ⅱ
）

　
　

（
上
級
救
命
講
習
再
講
習
を
含
む
。）

　
　

講
習
日　

平
成
30
年
２
月
17
日
㈯

　
　

講
習
場
所　

筑
紫
野
消
防
署　

２
階
研
修
室

★
消
防
行
事

　
　

消
防
出
初
式　
　
　
　

　
　

日　
　

時　

平
成
30
年
１
月
14
日
㈰　

　
　

場　
　

所　

太
宰
府
東
中
学
校

　
　

文
化
財
防
火
デ
ー

　
　

平
成
30
年
１
月
26
日
㈮

　
　

※
１
月
21
日
㈰
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【例１　福津市で救急事案が発生】

　①福津市から１１９番通報

　②共同指令センターで１１９番を受信

　③宗像地区消防本部の救急隊へ出動指令

【例２　那珂川町で火災が発生】

　①那珂川町から１１９番通報

　②共同指令センターで１１９番を受信

　③春日・大野城・那珂川消防本部の

　　消防隊へ出動指令

119番通報

出動指令

出動

宗像地区消防本部

粕屋南部消防本部

福岡市消防局

春日・大野城・那珂川消防本部

粕屋北部消防本部

福岡都市圏消防共同指令センター

筑紫野太宰府消防本部
(平成35年度から参加)

糸島市消防本部
（平成41年度から参加）

福岡都市圏消防共同指令センターイメージ図
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　　平成２９年４月２０日（木）に筑紫野市永岡国道３号線下
り車線を走行中の軽自動車が諸田池橋から諸田池に転落す
る交通事故が発生しました。事故の音を聞いて駆け付けた成
信自動車工業の従業員４名が池に転落した車両の要救助
者を車内から水際まで救出し、その後通報及び誘導まで尽
力をいただきました。その功績を称え、成信自動車工業様に
感謝状を贈呈しました。

　　平成２９年９月４日（月）に筑紫野市永岡の
踏切内で転倒して動けない状態の男性を発見
した岡田文雄さんは、男性を踏切内から救出し、
救急車が到着するまでの間、救護にあたりまし
た。迅速な対応で人命救助に尽力された功績
を称え、感謝状が送られました。

　平成２９年８月２７日（日）に筑紫野市のシュロアモールに
て消防の広場を開催しました。
　消防の広場は、火災予防について考えるきっかけになればと
の思いで毎年開催しています。今回は車両の展示や防火服・救
助服の試着、水消火器を使用した模擬消火体験、梯子車搭乗体
験などのブースを設け、述べ９６３人の方々にご参加いただき
ました。

　火災が発生しやすい時季を迎えるに
あたり、火災予防思想の一層の普及を
図り、火災の発生を防止することを目
的とした啓発運動を実施しました。
　これからも空気が乾燥し火災が起こ
りやすい季節が続きますので、火の取
り扱いには十分注意してください。

　平成２９年９月３日（日）筑紫野市の
天拝山歴史自然公園で開催された「つ
くしカルチャーフェスティバル」に筑紫
野消防署から救助工作車と救急車が
参加しました。

検索筑紫野太宰府消防本部

【支援車（１１号車）梯子車（２５号車）の搭乗体験の様子】

【１１月９日に筑紫野市・太宰府市で実施した街頭広報の様子】

【救助服の試着体験の様子】

【左2番目から松田洋二さん、浦川卓也さん、松井翔太さん、高倉誠心さん】【岡田文雄さん】
おか だ ふみ お まつ だ ようじ うらかわたくや まつ い しょうた たかくらせいしん

秋季火災予防運動
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